






















既知化合物はそれぞれ加水分解性タンニン 29 種、エラグ酸および誘導体 6 種、フラボノイド
16 種、カテキン類 4 種、プロシアニジン類 4 種、その他の芳香族配糖体 8 種、セスキテルペ
ン 1 種、ポリアミン 1 種、アルカン 1 種、糖 1 種と同定した。既知化合物のうち 52 種類につ
いては、本研究が F. sellowiana からの初の単離報告であった。 
 
新規化合物のうち 3 種は gossypetin 配糖体であり、それぞれスペクトル解析等により、
gossypetin-3-O-L-α-arabinofuranoside (1), gossypetin-3-O-L-α-rhamnopyranoside (2), 
gossypetin-3-O-β-xylopyranoside (3) と決定した。(Fig.1) 単離量が比較的多かった化合物のうち
数種、および関連化合物についてチロシナーゼ阻害活性を検討したところ、gossypetin にポジ















































































Fig. 1 Structures of new gossypetin glycosides 1-3 
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新規 C-配糖体型タンニン 3 種のうち feijoanin A (20) および B (21) については、C-配糖体型タ
ンニン vescalagin に五炭糖としてそれぞれ D-xylulose および D-ribulose が結合した構造を決定




プロアントシアニジンオリゴマー画分 PAOF (proanthocyanidin oligomer from feijoa)-1 (65)につ
いては、上部ユニットが epicatechin gallate および epicatechin、末端ユニットは catechin で、平





Fig. 2 Structure of PAOF-1 (65). 
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